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170328 

      川崎市(王禅寺処理センター資源化処理施設)及び 

町田市(リレーセンターみなみ)見学報告書 
         

                             栄三丁目自治会 

                            専任者；岡田正嗣 

 

平成２９年０３月２８日に３市共同資源物処理施設整備地域連絡協議会主催で標題施設

見学を実施致し、当日は３市共同資源化事業事務局、小平市役所／武蔵村山市役所／東大

和市役所の各担当職員及び協議会参加自治体より 4名の参加がありました。 

 以下２か所の施設の見学報告を致します。 

 

１． 川崎市(王禅寺処理センター資源化処理施設) 

施設周辺にはマンションの他、個別住宅も建設されており住宅密集地域ではありませ 

んが、そこそこの住宅が建設されている感じでした。ここに地域に資源化及び熱処理施 

設２種の施設が建設されておりました。以下見学した資源化施設のみ報告致します。 

1.1  施設概要(資源化処理施設) 

概要は以下の通りです。 

ビン、缶、ペットボトル、粗大ごみ、小物金属を同一プラットホーム内で資源物

を受領して、各々の資源化処理を実施しております。尚当該施設では 

●  プラスティックはペットボトルのみで、その他のプラスティック(軟質)は川崎市

の別施設で圧縮処理。(資源化を実施) 

●  ペットボトルと缶は一括収集し当該施設で選別処理(コンベアベルト上で)を実

施。圧縮したベール状で出荷している。 

● 車両の重量測定は２回測定 

● スプレー缶は通常の缶と同一収集で、過去に爆発事故の発生はない。 

1.2  搭乗式クレーン関連事項 

(1)  採用理由 

当該施設では搭乗式クレーンを採用しているが、採用理由として、 

(a)  全ての関連搬入資源物が同一プラットホーム内で貯蓄ビット投入処理

されている。 

(b)  プラットホームと貯蓄ビット同一室内であり、クレーンの操作をするの

に常時室内全体の安全を確保しながら作業する必要がある。 カメラだけ

では十分な安全確保が出来ない。 

(c)  参考事項 

● クレーン内にはモニター設備はなく目視での運転。 

    ● クレーン内は空調設備あり、ただし室内空気での換気(外部空気の換 

気ではない) 

との事でした。 

 

(2)  私的見解 

(a)  プラットホームと投入ビットが同一室内の作業と言うのは、実際に当該 

部屋に入ってみましたが、作業の安全の確保、及び室内空気の汚染等を考

慮しますと推奨出来るレイアウトではないと思われました。 

(b)  搭乗式クレーン方式の採用の可否 

         東大和市で建設予定の施設に搭乗式クレーン方式の採用は止めるべき 

と思います。  

eisei13
タイプライターテキスト

eisei13
タイプライターテキスト

eisei13
タイプライターテキスト
　 平成29年5月13日地域連絡協議会資料

eisei13
タイプライターテキスト

eisei13
タイプライターテキスト



2 

 

(i)  ビットが独立した部屋であり狭隘なスペースで作業の危険性もな

いので、監視カメラの操作で十分に作業出来ると思われます。 

        (ⅱ) ビットが狭隘の為、同クレーンの運転者は閉鎖状況の環境になる為、 

          精神衛生上危険と思われます。 

1.3 施設主要仕様 

   下記の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     熱処理施設(今回は見学せず) 

 

 

   

                  建物の外観  

  見学した施設 
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1.4 見学状況 

 

 

   川崎市担当者からの説明受講状況 

 

 

 

 

 

 

 

  川崎市の説明者 
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       各施設への輸送には鉄道も利用しており、 

       焼却灰は資源か処理をせず東京湾に埋め立てしている。 

       現状において後４０年は埋め立てが可能と判断している。 

       焼却灰の資源化処理をしないのは埋めたてとの費用対効果 

       で埋め立てを行っているとの事でした。 

  

当該施設周辺の環境状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 プラットホームの作業状況(粗大、ビン、缶、ペットボトル) 
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稼働中のベルトコンベア            ビットへの投入作業中  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 プラットホーム内の扉            風圧調整ルーム 

                    (扉を開閉するとかなり強い風圧があり 

室内の減圧は徹底されていることを感じました）                                

 

 

 

           同一扉 

 

 

 

 

搭乗式クレーンの稼働状況 

             搭乗中 

 

 

 

 

 

 

 

           クレーン稼働部分 

 

 

 

 

 

 

 

ビットよりピックアップ       コンベアーへの投入 
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ビット内             コンベアー         クレーンの稼働 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コントロールルーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          画像による作業状況説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              参考資料     

 

 

 

 

 

 

 

 

 ビンの選別作業中 
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 ペットボトル／缶選別中 

 

 

ペットボトル蓋開け器 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラザ施設 

かなり立派な施設でした 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋上庭園 

 

 

 

 

 

 

周辺住宅状況 

(すぐ隣にマンションが建設されておりました) 

 

 

 

 

 

 

 

 

              熱処理施設外観 
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 1.5 施設位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1.6 設備内容 
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 1.7  工場処理フローチャート 

    以下の通りです・  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

排気は下記の施設で実施しておりますが、光触媒は使用しておりません。 
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２． リレーセンターみなみ(町田市) 

   本施設で軟質プラスティックの中間処理を昨年４月から開始しており、その設備、 

作業環境等の見学が主な目的です。 

 当該施設の周辺環境は今回東大和市に建設予定の環境と比べると,東大和市以上に住 

宅密集地でした。 

  2.1  町田市の廃棄物処理の基本方針 

    (1)  資源化出来るものは可能な限り再生処理を行う方針、この中でプラステ 

      ィク(軟質／硬質共に)に資源化再生処理として、熱処理処理は考えていない。 

(2) 日の出町への搬入量を減らすため、ごみの減量化を図っており、プラステ 

ィクの資源回収は必須と考え、現在一部地域であるが、今後２か所の新規中間

処理施設建設に向けて市民と調整中です。 

 

  2.2  現在の施設建設について 

    (1)  建屋そのものは３０年前に建設され、民間建設業者との連携でマンション 

      と一体化したもので、一階部分の一部と地下空間を使用しています。 

       元来焼却廃棄物をこのリレーセンターで大型車両に詰め替え、熱処理施設 

(熱処理施設は町田市では一か所)に搬入する施設として建設しました。 

     ‘(2)   プラスティック中間処理施設建設に当たり、地域住民と調整して、住民の理 

解を得られ建設し、昨年４月に稼働を開始し、現在の所、住民からのクレー 

ムは一切ありません。 

 当該施設は軟質プラスティクの処理のみで、ペットボトルは別の施設で中 

間処理を実施しております。 

(3)  施設の中は大変綺麗に清掃がされており、悪臭は感じませんでした。 

      この為か、周辺の家屋では洗濯物を屋外に出しておりました。 

  2.3  施設位置 

施設外観 

 

 

 

 

                   収集はオレンジの地域が対象 
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 2.4 施設設備フローチャート 

    下図の通りです・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2.5 主要設備 

下図の通りです。 
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 2.6 関連資料 

  下記の通りです。 
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 2.7 見学状況 

   見学状況は以下の通りです。 

 

 職員からの施設説明状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建屋入口 

 

                       重量計測器(一回測定) 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     車両条件；２人乗車、燃料満タン 

 一階のプラットホーム 

 

 

作業場             プラごみの集積 

 

 

 

 

 

 

 

  分別作業場 

                     破袋機 

 

 

 

 

 

 

 

       分別作業状況 
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(1)  分別作業場環境 

(a)  作業台 

プラットホーム内に合成樹脂フィルムで仕切られたのみで、この部分に特別 

     な空調／換気設備はなく、環境的には良い環境とは言えません。 

(b)  地下にプラスティック圧縮機が設置されておりますが、地下の圧縮機にも 

VOC対策等の特別な処置はされておりません。 

(2)  排気環境(施設全体の排気) 

 プラットホーム室内は強い形での減圧処理は実施していない、が排気の処理は活性

炭を使用しており、マンション屋上から排出しております。 

 

        燃焼ごみ投入ビット(一階) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 地下へ落としコンテナーに圧縮投入 

 

           大型コンテナー 

 

 

 

 

 

 

 一階からプラごみが落下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地下のプラスティック圧縮機 

 

 

 

 

 

                   ベール排出口 
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  電池式車両             ベールの貯蔵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       コントロールルーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 車両出入口 

 

 

 

 

 

                       当該施設の建物（マンションと一体化） 
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 2.8 予め質問事項の回答 

   以下の通りです。 
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